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リナックスネットワークス株式会社 

アンシス株式会社 

 

アイシン・エィ・ダブリュ株式会社が自動車変速機の設計業務の効率化

のために、リナックスネットワークス社のスーパーコンピュータを採用 
 
ANSYS CFX用にチューニングされたリナックスネットワークス社のスーパーコンピュータが、
トヨタ、アウディ、フォルクスワーゲン、ボルボ等に向けた変速機の設計に採用される 
 
2006年8月1日 
 リナックススーパーコンピューティング会社であるリナックスネットワークス株式会社は、本日、世界で

最大の自動車変速機メーカの一つであるアイシン・エィ・ダブリュ株式会社が、製品の設計能力を促進する

ためにリナックスネットワークス社のスーパーシステムを使用していると発表しました。この新しいシステ

ムはANSYS CFXが使えるようにチューニングされ、これを使うことにより複雑な流体の流れをより簡単に、
より効果的に解析することが出来るようになり、アイシン・エィ・ダブリュ株式会社の新しい変速機の開発

力が加速されます。このリナックスネットワークス社のスーパーシステムの採用により、アイシン・エィ・

ダブリュ株式会社では、設計のシミュレーションをより簡単に効率的に行うことが出来るようになり、実際

の試作品でのテストに頼ることを最小限にすることが出来ます。その結果、商品化までの時間を短縮でき、

商品のコストを削減でき、トヨタやアウディ、フォルクスワーゲン、ボルボなどを含めた顧客に向けてより

安全で、より品質の高い変速機を開発することが出来るようになります。 
 
 アイシン・エィ・ダブリュ株式会社のシミュレーション開発グループの主任研究員

である山口健氏は、次のように言っています。「リナックスネットワークス社のスー

パーシステムは、業界トップの価格性能比を我々にも選択しやすい形で提供してくれ

ます。自動車会社は新車を一年以内で開発しなければなりません。そのため、新しい

変速機の設計、テスト及び供給のために我々に与えられる期間はたった2，3ヶ月です。
このリナックスネットワークス社の新しいシステムによって、実際に多くの試作品を

作らなくて済むようになり、新しい変速機をわずか2，3ヶ月で生産することが出来ま
す。」 
 
 リナックスネットワークス米国本社のCEOであるボー・イワルド氏は次のように言
っています。「トヨタなどに向けて、新しい高品質な製品を設計するアイシン・エィ・ダブリュ株式会社を

支援するために、我々のシステムが直ちに生産に入れることは喜ばしいことです。我々は、導入に関する総

所有コスト（Total Cost of Ownership）を削減する、半製品での供給も行っていますが、重要な設計の業務フ
ローやアプリケーションに対して他の追従を許さない価格性能比を与える、システムの供給に焦点を当てて

います。我々の、産業界における顧客ベースがこれほど急速にのびている理由のカギは、価格性能比、導入

に関する総所有コスト（TCO）、および生産即応力の3つです。」 
 
 このシステムは、新製品の設計におけるシミュレーションを加速し、設計の最適化を加速する力をアイシ

ン・エィ・ダブリュ株式会社に与え、その結果として、製品の開発期間が短縮され、商品のマーケットへの

早期投入がはかられ、投資回収率が向上します。このシステムは主に変速機の設計において流体の流れをモ

デル化するために使われ、その目標は、まさにエンジンから車輪へ適当なモーメントで、最大のパワーを伝

える変速機を作ることです。さらにこのシステムは熱解析にも使われます。その目的は、熱力学を研究する

ためであったり、キャビテーションの発生を出来るだけ少なくするために、それがいつどこで発生するかを

 

 




